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走運動は、日常生活やスポーツに至るあらゆる場面で、最も基本的か

つ重要な身体運動である。特別な機能障害を有しない限り、誰もが走運

動を自然に獲得していくが、その個人差（能力の差）は大きい。特に、高

速度の走運動であるスプリント走の能力（脚の速さ）は、陸上競技をはじ

め多くのスポーツで要求される最も基本的な能力である。近年、発表者

は、「スプリント走における巧みな筋制御」をキーワードにした研究を進

めてきた。筋電図から得られた情報より、筋活動量、筋活動のタイミング

などを定量化することで、アスリートの様々な動作を司る筋制御の特徴

に迫ることが可能となる。

本研究会では、スプリント走における運動学および運動力学的な特徴に

ついて解説しながら、それを司る筋制御の特徴について発表者の最近

の研究内容を踏まえながら考えていきたい。また、それらから考えられ

る具体的なスプリント走のトレーニング内容についても触れる。また、発

表者は学部、修士、博士、助手、助教を本学スポーツ科学学術院で過ご

しながら、競走部では選手およびコーチとしても活動してきた。それぞれ

の立場からの経験についても共有させていただきたいと思う。
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